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自給飼料は大きなコスト低減策
～自給飼料の必要性？
広酪事業推進課　係長　大畠達夫　（問い合せ先）☎ 0824-64-2072

事件は現場で起きています

　

自
給
飼
料
の
必
要
性
は
、
純
粋
な
コ
ス
ト

を
考
え
る
と
共
に
酪
農
が
生
乳
製
造
業
か
、

そ
れ
と
も
農
業
か
と
い
う
論
議
と
と
も
に

ず
っ
と
論
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
農
業
に
お
い
て
、
土
づ
く
り
や
そ
の
た

め
の
堆
肥
の
重
要
性
が
増
し
て
以
降
、
畜
産

農
家
の
果
た
し
て
い
る
大
き
な
役
割
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
自
給
飼
料
生
産
の
た
め
に
新
た
な
機

械
設
備
の
導
入
へ
の
投
資
は
、
極
め
て
大
変

で
す
が
、
自
給
飼
料
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
効

果
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
給
飼
料（
コ
ス
ト
は
た
だ
で

は
な
い
の
で
注
意
！
）に
よ
り
購
入
乾
草
を

一
頭
に
つ
き
一
k
g
/
日
で
も
節
約
で
き
れ

ば
一
頭
あ
た
り
約
五
十
円
/
日
の
節
約
に
な

り
ま
す
。
通
常
、
配
合
飼
料
の
使
用
量
を
平

均
す
る
と
八
K
g
/
頭
/
日
程
度
な
の
で
配

合
飼
料
で
約
六
円
分
の（
五
十
円
/
八
kg
）価

格
を
吸
収
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
kg

の
購
入
乾
草
の
節
約
で
あ
れ
ば
約
百
円
/
頭

と
な
り
莫
大
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
現
有
の

機
械
を
活
用
し
労
働
負
担
を
避
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
が
、
こ
の
効
果
を
逃
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
自
給
飼
料
生
産
の
た
め
の
知
識
と

し
て
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
基
本
を
掲
載
致
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
記
事
掲
載
は
『
雪
印
種
苗

株
式
会
社　

岡
山
営
業
所
』か
ら
寄
せ
ら
れ

た
資
料
を
も
と
に
解
説
を
進
め
ま
す
。

　【
雪
印
種
苗（
株
）よ
り
】

　

サ
イ
レ
ー
ジ
は
牛
に
と
っ
て
主
食
に

あ
た
る
重
要
な
飼
料
で
あ
り
、
こ
の
品

質
が
酪
農
経
営
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
サ
イ
レ
ー
ジ
は
生
も
の
で
あ
る
牧

草
や
飼
料
作
物
な
ど
を
長
期
間
貯
蔵
す

る
た
め
に
漬
物
の
状
態
に
す
る
技
術
で

す
が
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
密
封
貯
蔵
中
の
酪

酸
菌
が
原
因
と
な
る
酪
酸
発
酵
を
抑
え

る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
サ
イ
レ
ー
ジ
開

封
後
に
酵
母
な
ど
が
増
え
る
こ
と
で
発

熱
、
変
敗
す
る
二
次
発
酵
を
抑
え
る
こ

と
で
す
。

　

今
回
の
内
容
が
良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ

作
り
に
つ
な
が
り
、
コ
ス
ト
低
減
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

〔
施
肥
が
発
酵
に
及
ぼ
す
影
響
〕 

　

堆
肥
は
上
手
に
使
え
ば
肥
料
の
節
約
に
つ

な
が
り
ま
す
が
、
作
物
の
要
求
量
以
上
に
堆

肥
を
過
剰
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
イ
レ
ー

ジ
の
発
酵
品
質
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

堆
肥
は
一
t
中（
現
物
水
分
七
十
％
）に
窒

素
一
・
七
一
㎏
、
リ
ン
酸
三
・
十
二
㎏
、
カ
リ

ウ
ム
五
・
七
六
㎏（
同
社
堆
肥
分
析
の
一
例
）

で
あ
り
、
カ
リ
ウ
ム
は
肥
効
率
も
高
い
こ
と

か
ら
、
作
物
に
カ
リ
ウ
ム
が
過
剰
に
吸
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
表
一
に
サ
イ
レ
ー

ジ
の
成
分
と
発
酵
品
質
の
関
係
を
示
し
ま
し

た
。
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
発
酵
品
質
に
及
ぼ

す
影
響
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

N
F
C（
糖
、
デ
ン
プ
ン
、
ペ
ク
チ
ン
）は

発
酵
に
必
要
な
乳
酸
菌
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を

含
む
成
分
で
あ
り
、
多
い
ほ
ど
発
酵
品
質

が
良
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
O
C
W

（
繊
維
含
量
％
）や
カ
リ
ウ
ム
が
増
え
る
と
、

N
F
C
の
割
合
が
減
少
し
ま
す
。
ま
た
カ
リ

ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
p
H
を
下
げ
づ

ら
く
す
る
の
で
発
酵
品
質
を
悪
化
さ
せ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
良
い
サ
イ
レ
ー
ジ
作
り
は

施
肥
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
作
物
が
生
育
し
て
い
な
い
状
態

で
、
堆
肥
散
布
や
施
肥
す
る
前
に
土
壌
分
析

（発酵品質を点数化した Vスコアー、酢酸、酪酸含量と VBN比を点数
化して百点満点で評価する方法）
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　酵母・糸状菌の生菌数が充分低下するのに 70 日近くかかっていることがわかる。
　そのため、地域や外気温などによって差はありますが、2次発酵のリスクを減
少させるためには、サイレージの開封までには少なくとも「2ヵ月以上の熟成期
間を設けた方が良い」と考えられます。

を
行
い
、
土
壌
成
分
カ
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
成
分
に
偏
り
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
剰
施
肥
に
よ
る
窒
素
の
過
給
に

よ
っ
て
硝
酸
態
窒
素
の
危
険
性
が
高
ま
る
だ

け
で
な
く
、
タ
ン
パ
ク
質
含
量（
C
P
%
）も

増
加
し
ま
す
。
窒
素
分
は
構
造
性
組
織
の
成

長
も
促
進
し
、
繊
維
含
量（
O
C
W
%
）を
増

加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ
中
の

pH
が
下
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

〔
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
過
程

　
　
第
一
期
～
第
五
期
〕
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
？

　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
過
程
は
一
般
に
以
下

の
五
期
に
分
け
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
◇
第
一
期（
植
物
の
呼
吸
作
用
）◇

　
　

�

詰
め
込
ん
だ
材
料
草
の
細
胞
が
、
サ
イ

ロ
内
に
残
る
酸
素
を
利
用
し
て
呼
吸
を

行
い
ま
す
。

　
◇
第
二
期（
好
気
性
細
菌
の
活
動
期
）◇

　
　

�

材
料
草
に
付
着
す
る
好
気
性
細
菌
や
通

性
嫌
気
性
細
菌
が
旺
盛
に
増
殖
、
呼
吸

を
開
始

　
◇
第
三
期（
乳
酸
菌
の
活
動
期
）◇

　
　

�

材
料
草
や
好
気
性
細
菌
の
呼
吸
に
よ
り

サ
イ
ロ
内
の
酸
素
が
少
な
く
な
る
と
、

生
育
に
酸
素
を
必
要
と
し
な
い
乳
酸
菌

（
嫌
気
性
細
菌
）が
増
殖
を
開
始

　
　
（
第
三
期
ま
で
で
三
日
間
く
ら
い
で
す
）

◇
第
四
期（
発
酵
の
安
定
期
）◇

　
　

�

サ
イ
レ
ー
ジ
内
の
微
生
物
叢
が
乳
酸
菌

で
占
め
ら
れ
、
乳
酸
が
一
・
〇
～
一
・

五
％
程
度
ま
で
蓄
積
pH
は
四
・
二
乃
至

そ
れ
以
下
と
な
り
、
発
酵
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
好
気
性
細
菌
が
活
動
で
き
な
く

な
り
ま
す
。（
pH
が
十
分
に
下
が
る
の

に
約
二
～
三
週
間
で
す
）

◇
第
五
期（
酪
酸
発
酵
期
）…
…

望
ま
し
く
な
い
発
酵
◇

　
　

�

第
四
期
ま
で
の
発
酵
過
程
で
乳
酸
菌
の

活
動
が
不
十
分
で
あ
り
、
乳
酸
の
生
成

や
pH
の
低
下
が
十
分
で
な
い
場
合
、
腐

敗
の
原
因
と
な
る
酪
酸
菌
の
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。
残
っ
て
い
る
糖
や
乳
酸
菌

が
生
成
し
た
乳
酸
を
分
解
し
、
酪
酸
発

酵
が
進
行
し
ま
す
。
ま
た
タ
ン
パ
ク
質

を
分
解
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア
を
生
成
し
、

pH
低
下
を
抑
制
し
ま
す
。

　
◎�

で
は
サ
イ
レ
ー
ジ
は
い
つ
開
封

　
　
　
　
　
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
？

　

第
一
期
～
第
三
期
ま
で
の
変
化
は
約

三
日
程
度
で
す
。
一
期
と
二
期
の
「
呼

吸
作
用
」は
材
料
草
の
養
分
を
炭
酸
ガ

ス
や
水
、
更
に
は
熱
に
変
え
て
し
ま
う

た
め
、
養
分
ロ
ス
が
極
め
て
大
き
く
、

こ
の
期
間
を
極
力
短
く
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

第
三
期
の
後
半
か
ら
乳
酸
菌
が
旺
盛

に
活
動
し
、
第
四
期
で
十
分
な
乳
酸
の

蓄
積
が
行
わ
れ
る
と
、
サ
イ
レ
ー
ジ
は

そ
の
後
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
定
状
態

と
な
り
発
酵
が
完
了
し
ま
す
。
気
象
条

件
に
も
よ
り
ま
す
が
、
密
封
後
二
～
三

週
間
で
こ
の
状
態
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
場
合
、
前
述
の
様
に
pH
が
下

が
る
第
四
期（
密
封
後
二
～
三
週
間
）で

発
酵
が
安
定
期
に
入
っ
た
と
す
る
と
、

こ
の
時
期
が
開
封
時
期
？
と
い
う
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
二
次
発
酵
が

起
き
る
可
能
性
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
、
酵
母
・
糸
状
菌（
カ
ビ
）

の
菌
数
も
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

密
封
後
二
～
三
週
間
で
は
酵
母
や
糸

状
菌
の
オ
ー
ダ
ー
が
ま
だ
ま
だ
高
く

（
十
の
二
～
三
乗
）、
こ
の
ま
ま
開
封
す

る
と
二
次
発
酵
の
お
そ
れ
が
十
分
に
あ

り
ま
す
。（
表
二
）

【表２　サイレージの熟成過程における菌数の推移】
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�【
酪
酸
発
酵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
を

給
与
す
る
と
】

　

酪
酸
含
量
の
多
い
不
良
発
酵
サ
イ
レ
ー
ジ

の
給
与
は
、『
ケ
ト
ー
シ
ス
』発
生
の
要
因
に

も
な
り
ま
す
。
摂
取
さ
れ
た
酪
酸
は
ル
ー
メ

ン
壁
か
ら
吸
収
さ
れ
る
際
、
ケ
ト
ン
体
に
転

換
さ
れ
体
内
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
多
量
の
酪

酸
の
摂
取
に
よ
り
ケ
ト
ン
体
そ
の
も
の
が
増

加
し
て
ケ
ト
ー
シ
ス
を
引
き
起
こ
す
た
め
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
の
ギ
ャ
レ
ッ

ト 

オ
ッ
ツ
ェ
ル
博
士
は
、
一
日
に
百
g 
以

上
の
酪
酸
を
摂
取
し
た
牛
は
潜
在
性
ケ
ト
ー

シ
ス
に
、
二
百
g
以
上
で
は
臨
床
性
ケ
ト
ー

シ
ス
に
な
る
危
険
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。表
三
に
サ
イ
レ
ー
ジ
中
の
酪
酸
含
量
と
、

給
与
可
能
量
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
な
か

な
か
厳
し
い
指
標
で
あ
り
、
百
g 

以
上
の

酪
酸
が
給
与
さ
れ
て
い
る
事
例
は
多
々
み
ら

れ
ま
す
。
実
際
に
泌
乳
中
後
期
の
牛
で
ケ

ト
ー
シ
ス
が
頻
発
す
る
事
例
も
目
に
し
て
い

ま
す
。
潜
在
性
ケ
ト
ー
シ
ス
の
経
済
的
損
失

（
乳
量
だ
け
で
も
一
日
一
頭
あ
た
り
一
～
四

ℓ
の
損
失
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
）を
考
慮

す
る
と
、
是
非
と
も
酪
酸
を
含
ま
な
い
良
質

な
サ
イ
レ
ー
ジ
を
調
製
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
ロ
開
封
後
の
好
気
的
変
敗
、

す
な
わ
ち
『
二
次
発
酵
』し
た
サ
イ
レ
ー
ジ

は
、
既
述
し
て
き
た
不
良
発
酵
サ
イ
レ
ー
ジ

の
意
義
か
ら
は
外
れ
ま
す
が
、
開
封
し
て
空

気
に
触
れ
る
事
に
よ
り
、
酵
母
や
カ
ビ
が
活

動
を
開
始
し
二
次
発
酵
が
お
こ
り
ま
す
。

　

二
次
発
酵
に
よ
り
有
機
酸
組
成
が
変
化

し
、
変
敗
を
伴
う
不
良
サ
イ
レ
ー
ジ
と
な
る

た
め
、
こ
の
二
次
発
酵
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与

に
関
し
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。
二
次
発

酵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
V
B
N
/
T
|
N

（
V
B
N
は
揮
発
性
塩
基
態
窒
素
の
略
で
サ

イ
レ
ー
ジ
で
は
一
般
に
、
V
B
N
の
ほ
と
ん

ど
が
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
と
低
級
ア
ミ
ン
で

す
）の
値
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
有

効
な
蛋
白
質
が
損
失
し
て
い
る
他
、
乾
物

消
化
率
が
正
常
な
サ
イ
レ
ー
ジ
よ
り
も
約

十
七
％
低
下
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
例
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
品
質
劣
化
に
よ
る
採
食

量
の
減
少
、
蛋
白
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

性
低
下
に
伴
う
養
分
不
足
と
な
る
た
め
、
乳

量
減
少
や
繁
殖
障
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
二
次
発
酵
防
止
の
た
め
に
、
サ
イ
レ
ー

ジ
は
開
封
し
た
ら
出
来
る
だ
け
空
気
に
触
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
上
述
の
第
四
期

ま
で
に
乳
酸
発
酵
が
促
進
さ
れ
pH
が
し
っ
か

り
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
四
　�

良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
る

　
　
　
た
め
に

①�

ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
の
場
合
は
水
分
を

五
十
％
程
度
ま
で
落
と
す
。
キ
ザ
ミ
の

場
合
は
七
十
五
％
以
下
過
剰
施
肥
を
避

け
る
。（
特
に
窒
素
と
カ
リ
ウ
ム
に
注

意
し
堆
肥
投
入
量
を
調
整
す
る
）

②�

刈
り
取
り
時
に
土
砂
混
入
を
さ
せ
な

い
。（
土
砂
に
は
酪
酸
菌
を
含
め
多
量

の
雑
菌
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

③�

雨
降
り
後
の
刈
り
取
り
を
避
け
る（
日

照
時
間
が
少
な
い
と
発
酵
に
必
要
な

W
S
C（
可
溶
性
糖
類
）が
減
少
し
ま
す
）

④�
過
剰
に
テ
ッ
ダ
ー
を
か
け
す
ぎ
な
い

（
乳
酸
発
酵
に
必
要
な
N
F
C
を
含
む

O
C
C（
細
胞
内
容
物
）が
溶
脱
し
や
す

く
な
り
ま
す
）

⑤�

添
加
剤（
乳
酸
菌
、
糖
な
ど
）の
使
用
を

検
討
す
る

最
後
に

　

牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
に
関
わ
る

要
因
は
様
々
で
、
全
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
施
肥
、
不
良
発

酵
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
過
程
に
絞
っ
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
が
良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
れ
ば
幸
い

で
す
。
ま
た
、
よ
り
食
い
込
め
る
嗜
好
性
の

良
い
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
に
弊
社
の
サ
イ
レ
ー

ジ
調
製
用
乳
酸
菌
「
サ
イ
マ
ス
タ
ー
」を
お

試
し
下
さ
い
。

【表３　サイレージ中の酪酸含量による給与可能量】


